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         電離圏の状態に関する季節変化・太陽活動依存性 















































































CHD 70.62  64.66  96/01-02/05 2113 CPMN(Kyushu) 
ZYK 65.75 59.74 96/01-07/06 2502 CPMN(Kyushu) 
KSM 58.68 58.09 01/11-07/07 1452 NSWM(NICT) 
MGD 
STC 




PTK 52.94  45.58 97/10-08/09 2256 CPMN(Kyushu) 
NSWM(NICT) 
MMB 43.90 35.16 96/01-08/09 3116 WDC(Kyoto) 
KAK 36.23 27.12 96/01-08/12 3163 WDC(Kyoto) 
OKI 24.75 16.54 96/04-08/10 2028 NSWM(NICT) 
GAM 13.58  5.32 96/08-06/12 2721 WDC(Kyoto) 
NSWM(NICT) 
CEB 10.35  0.85 98/08-05/06 1599 CPMN(Kyushu) 
YAP 9.30  0.38 98/09-08/08 1442 NSWM(NICT) 































15 h MLT 
21 h MLT 03 h MLT 






(1) 中緯度領域(15 h MLT) (2) 低緯度・赤道域(12 h MLT) 
中緯度域と赤道域とは逆の傾向にある 
→中緯度：太陽天頂角の増加とともに振幅が減尐 
  赤道域：太陽天頂角の増加とともに振幅が増加 






















































MF radar  







Regional network in 
Indonesia (1992- )  
流星レーダー 
(Jakarta, Koto Tabang) 
MFレーダー 






































Neutral wind 夏半球 冬半球 
125 km 

















  その大きさは、冬季のものと比べて約1.5-1.8倍になる。 
  一方、夜側での振幅の季節変化は、中緯度では夏季に振幅が大き
くなり、オーロラ帯では、逆の傾向にある 
  →西向きのジェット電流の強度が冬季に大きいことを示唆 
(2)低緯度以南領域の昼間側におけるSCの磁場振幅は、サブオーロラ
帯・中緯度のものと異なり、夏季よりも冬季において最大となる。 
























































































































































































           →成層圏準2年周期変動(QBO)との対応？ 
  ○他2点：半年周期で東風と西風が入れ替わる 
         冬季、夏季：東風 
         春分点、秋分点：西風 
         パムンプクで、2008年と2009年の1-3月にシャープな西向きの変
動が出現する 
(2) 南北成分 
  ○スルポンのみに-10 m/sの平均場のオフセットが存在 
    →観測器の問題？ 
     それとも自然現象(同じ測器のコトタバンでは見えない) 
  ○他2点に明瞭な季節変動が存在 































































FAC FAC FAC+IC 
夏季においてSCの振幅の日変化が最大 
III.1 サブオーロラ帯域における季節変動 
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FAC FAC FAC+IC 




(2) パラツンカ (45.78度) 
冬 
夏 





(3) 女満別 (35.16度) 
冬 
夏 






FAC FAC CF+IC 
III.3 低緯度における季節変動 





FAC FAC CF+IC 
III.3 低緯度における季節変動 
(2) 沖縄 (16.54度) 夏季において昼間側のSC振幅がやや減尐 
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III. 解析結果 
FAC FAC CF+IC(EEJ) 
夏季において昼間側のSC振幅が減尐傾向 
III.4 赤道域における季節変動 
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左上図：午前側領域(8 h MLT) 
左下図：午後側領域(16 h MLT) 





































 (σ:電気伝導度)  
※内部抵抗の正体 






























































  極大期：振幅増加 
  極小期：振幅減尐 
○ANCにおいてそれが最も大きい 
○電離圏電気伝導度の太陽活動
依存性を反映 
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